
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
傭
兵 

 

大
森 

海
太 

 

以
前
、
早
稲
田
の
公
開
講
座
で
菊
池
良
生
と
い
う
大
学
教
授
（
当
時
）
兼
作
家
の
先
生
か
ら
聞
い

た
話
。
古
来
傭
兵
と
は
売
春
に
次
ぐ
古
く
か
ら
の
職
業
で
、
華
々
し
い
戦
争
の
プ
ロ
と
は
裏
腹
に
、

自
分
の
身
を
切
り
売
り
す
る
し
か
な
い
哀
し
い
職
業

な
り
わ
い

で
あ
っ
た
。 

 

古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
市
民
軍
は
ポ
リ
ス
の
没
落
で
他
国
の
傭
兵
と
な
り
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王

対
ア
ケ
メ
ネ
ス
朝
ペ
ル
シ
ャ
の
戦
争
で
は
、
双
方
の
ギ
リ
シ
ャ
人
傭
兵
に
よ
る
戦
い
と
な
っ
た
。 

 

ロ
ー
マ
帝
国
で
は
領
土
の
拡
大
に
よ
り
、
ゲ
ル
マ
ン
人
な
ど
蛮
族
の
傭
兵
が
主
力
を
占
め
た
。 

中
世
の
領
主
に
仕
え
た
騎
士
た
ち
は
傭
兵
と
は
同
義
語
で
、
戦
争
は
格
好
の
稼
ぎ
場
と
な
り
、 

「
傭
兵
は
勝
た
ず
負
け
ず
の
八
百
長
戦
」
（
マ
キ
ャ
ベ
リ
）
と
ま
で
言
わ
れ
た
。 

ス
イ
ス
で
は
傭
兵
が
最
大
の
産
業
で
イ
タ
リ
ア
戦
争
の
こ
ろ
か
ら
お
も
に
フ
ラ
ン
ス
に
仕
え
、 

フ
ラ
ン
ス
革
命
の
と
き
ル
イ
十
六
世
一
家
を
守
っ
た
の
も
ス
イ
ス
人
傭
兵
で
あ
っ
た
。
ア
ル
プ
ス
の

少
女
ハ
イ
ジ
の
遊
び
相
手
は
い
つ
も
お
爺
さ
ん
、
お
父
さ
ん
た
ち
は
傭
兵
で
留
守
に
し
て
い
た
。 

 

ド
イ
ツ
南
西
部
で
は
傭
兵
隊
長
が
零
細
農
民
や
都
市
の
難
民
を
募
集
し
、
戦
争
請
負
を
業
と
す
る

「
ラ
ン
ツ
ク
ネ
ヒ
ト
」
が
出
現
、
三
十
年
戦
争
で
は
史
上
最
大
の
傭
兵
隊
長
と
言
わ
れ
た
ワ
レ
ン
シ

ュ
タ
イ
ン
が
大
活
躍
し
た
。
ボ
ヘ
ミ
ア
小
貴
族
出
身
の
彼
は
「
戦
争
は
戦
争
で
栄
養
を
取
る
」
と
の

発
想
で
、
雇
い
主
の
皇
帝
か
ら
軍
税
の
徴
税
権
を
獲
得
し
て
収
奪
の
か
ぎ
り
を
つ
く
し
た
が
、
や
が

て
や
り
過
ぎ
て
暗
殺
さ
れ
た
。 

そ
の
後
絶
対
王
政
の
時
代
に
な
る
と
、
傭
兵
隊
は
か
つ
て
王
侯
と
対
等
で
あ
っ
た
戦
争
請
負
業
者

か
ら
宮
廷
の
し
も
べ
と
化
し
、
隊
長
は
軍
人
貴
族
と
な
っ
た
。 

 

時
代
は
下
っ
て
二
十
一
世
紀
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ
に
よ
る
と
「
ワ
グ
ネ
ル
」
と
称
す
る
ロ
シ
ア
の

マ
ル
秘
傭
兵
部
隊
は
シ
リ
ア
内
戦
で
ア
サ
ド
大
統
領
に
つ
い
て
暴
虐
を
繰
り
返
し
、
今
回
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
で
も
前
線
に
駆
り
出
さ
れ
た
。
脱
走
し
た
あ
る
幹
部
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
報
酬
は
か

な
り
高
額
で
あ
る
も
の
の
、
戦
闘
で
命
を
落
と
し
た
も
の
は
少
な
く
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

歴
史
は
繰
り
返
す
。
人
間
は
賢
い
生
き
物
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
で
も
本
当
は
そ
ん
な
に
賢
く
な

い
の
か
も
知
れ
な
い
。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 


